法と経済学会・2005年度（第３回）全国大会報告申込書 


期日：7月16～17日，場所：北海道大学学術交流会館
英文論文も報告できます．また，事情によっては英語による報告も可とします．報告を英語で行う場合は次に○をつけてください．




1．英語報告を希望する．
報告題名：

報告者・共著者（大学院生は所属欄の所属機関名の後に院生と記入してください．）

報告者：                          
所属：    


共著者１：                            
所属：


      ２：                           
所属：

報告者連絡先

Eメール：

電話：                        
fax：


住所：

郵便番号：             

希望討論者： 


討論者が必ずつくとは限りませんが，希望をお書きください．なお，記入のない場合は，討論
者を希望しないと解釈します．（討論付きセッションはなしのセッショ
ンより，10分か15分
ほど時間を長くする計画です．発表者が討論者の事前の了解を求める必要はありません．）


連絡の都合上，必ず，希望討論者のメールアドレスをご記入ください．

第１希望


氏名：                       
所属


Eメール： 


自宅電話：                       
自宅ファックス： 

勤務先電話：                     
勤務先ファックス：  

第２希望


氏名：                       
所属


Eメール： 


自宅電話：                       
自宅ファックス： 

勤務先電話：                     
勤務先ファックス：  

報告申込書の送り先（メールにてお願いいたします）：

法と経済学会　事務局　　e-mail:　　jlea@srdi.or.jp

（（財）日本システム開発研究所内　担当：三原、阿部)

〒162-0067　東京都新宿区富久町１６－５
TEL:03-5379-5932　FAX:03-5379-5939
次のページにある論文要旨説明書にもご記入下しさい．
論文要旨説明書

報告論文のタイトル：

報告者・共著者（大学院生は所属機関の後に院生と記入してください．） 


報告者氏名：                         
所属：


共著者１氏名：                       
所属：


共著者２氏名：                       
所属：

論文要旨（800字から1200字，英文の場合は300から450語）

